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Phono MCCI バランス型フォノケーブル

①推奨するシールド付きバランス型フォノケーブル

最適なケーブルは、 シールドのあるツイストペアケーブル ( 撚り対線 ) です。 この

方法は、 カートリッジ端子と本機が直接にバランス型で接続され、 シールド線は

本機 XLR 入力端子の GND ピン (1 番ピン ) に接続することができます。 レコード

プレーヤーにシャーシ GND がある場合、 シールド線の反対側を接続します。

尚、 カートリッジの端子がトーンアームやシャーシに絶対に接触しな

いようご注意ください。

この接続方法であれば、 最適な条件で再生音楽をお楽しみ頂けます。

②推奨するバランス型フォノケーブル

シールドがない場合でも、 バランス接続できます。 GND との接続は一切ありま

せん。 干渉によるノイズの発生がなければ、 音質的に最も優れた結果が期待

できます。 この接続には、 ツイストペアケーブルをご使用ください。 CI(Current 

Injection) 入力は、 容量性ノイズに対して敏感過ぎることは無く、 また、 コモンモー

ドノイズに対する耐性に極めて優れています。 CI 接続には、 一般的に低誘導性

のケーブルが適しています。

③推奨しない同軸型フォノケーブル

既存の RCA 接続を XLR プラグに変更できますが、 これは本来のバランス型接続

ではありません。 このような同軸ケーブルを使用した接続は、 ノイズ干渉を受ける

ことがありますし、 音質的にも劣化することがありますのでお奨めしません。
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MCCI User's Manual
④ RCA-XLR 変換アダプター

試験的に使用する RCA から XLR への変換アダプ

ターを準備する場合には、 次の点にご留意ください。

1. 上の図を参照し、 各ピンを接続します。 XLR の１番ピンには、 絶対に何も接続

しないでください。

2. RCA の GND をトーンアームやレコードプレーヤーのシャーシに接続しないでく

ださい。

3. 結線後、 RCA GND にトーンアームやシャーシがショートしていないことをマルチ

メーターで確認することをお奨めします。

このようなアダプターは、 本来のバランス型接続ではないため、 ノイズが発生した

り、 音質が劣化することがあります。 試験的な使用に限定し、 ご利用ください。

本機に電源が入った状態で、 ケーブルやアダプターを絶対に接続しな

いでください。

⑤危険な接続

下図で示す接続 ( 特に破線の部分 ) は、 本機やカートリッジを破損す

る可能性がありますので、 絶対に避けてください。

・ XLR の 1 番ピンと３番ピンを絶対に接続しない。

・ XLR の１番ピンと２番ピンを絶対に接続しない。

・ 4 本の信号線を１番ピンに絶対に接続しない。

・ 同軸ケーブルを使用するとき、 シールドをレコードプレーヤーのシャーシやトー

ンアームに絶対に接続しない。
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・ 同軸ケーブルを使用するとき、 左と右チャンネルのシールド同士を絶対に接続

しない。

・ GND に接続するタイプのカートリッジは、 本機には使用できません。

・ 接続に関してご不明な点は、 販売店または弊社サービスセンターにお問い合わ

せください。


